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石 桜 同 窓 会
盛 岡 市 長 田 町
岩 手 高 等 学 校 内
印刷山口北州印刷㈱

　
平
成
21
年
度
石
桜
同
窓
会
通
常
総
会
は
、
10
月
23
日

（
金
）午
後
６
時
か
ら
盛
岡
市
駅
前
通
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
盛
岡
本
館
で
開
催
さ
れ
た
。
総
会
に
は
お
よ
そ
60

名
が
出
席
し
、
会
務
報
告
や
決
算
・
予
算
が
審
議
さ
れ
、

原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

小枝指会長の挨拶

総会の様子

菊地校長の挨拶

懇
親
会
は
、

新
９
、19
、29
回
生
が

幹
事
で
運
営

インターハイ優勝に輝いた山岳部

空手

バンド演奏

平成21年度　石桜同窓会

平成20年度クラブ強化育成基金決算書

繰越金　6,294,696円

平成21年度予算

平成20年度　石桜同窓会　事業報告
 平成20年８月22日 三役会　 於　きのえね支店
 平成20年９月５日 常任理事会・監査会　　 於　きのえね支店
 平成20年９月25日 理事会　　　　　　　　 於　きのえね支店
 平成20年10月18日 仙台石桜同窓会総会　　 於　仙台ガーデンパレス
　 　　　　　　　　　 　　村井副会長・村井教頭出席
 平成20年10月18日 東京石桜同窓のつどい 於　アルカディア市ヶ谷
　　　　　　　　　　　　　　　村上顧問・小枝指会長・菊地校長・東教諭　出席
 平成20年10月24日 同窓会総会　　　　 於　ホテルメトロポリタン盛岡
 平成20年12月11日 ホームページ小委員会　 岩手高等学校校長室　
 平成20年12月　　 同窓会報発行

平成21年度　石桜同窓会事業計画
 平成21年８月29日 仙台石桜同窓会総会 於　仙台ガーデンパレス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小枝指会長・校長出席）
 平成21年９月４日 ＨＰ委員会 於　本校　校長室
 平成21年９月17日 監査会・常任理事会 於　きのえね支店
 平成21年10月２日 理事会 於　きのえね支店
 平成21年10月23日 同窓会総会 於　ホテルメトロポリタン盛岡
 平成21年10月24日 東京石桜同窓のつどい 於　アルカディア市ヶ谷
　　　　　　　　　　（小枝指会長・明戸副会長・赤澤理事・校長・中山教諭 出席）
 平成21年12月　 同窓会報発行予定

通常総会終わる通常総会終わる通常総会終わる
　
総
会
は
、
事
務
局
の
中
山
泰

志
先
生
（
新
39
回
）
の
司
会
で

進
め
ら
れ
、
冒
頭
で
は
小
枝
指

同
窓
会
長
が
登
壇
し
、
次
の
よ

う
に
挨
拶
し
た
。

　「
本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ

お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
同

窓
会
事
業
運
営
に
対
し
暖
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
10
月
２
日
に
理
事
会
を
開

催
し
、い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
、ご

指
導
を
賜
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
日
の
総
会
に
お
い
て
も
、
皆

さ
ま
か
ら
ご
意
見
な
ど
を
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
日
は
東
京
石
桜
同

窓
会
か
ら
菅
野
会
長
（
新
13

回
）、
仙
台
石
桜
同
窓
会
か
ら

小
林
会
長
（
新
３
回
）、
そ
し

て
校
長
先
生
は
じ
め
顧
問
の
先

生
方
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、

花
を
添
え
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　
ご
周
知
の
よ
う
に
、
今
年
も

母
校
の
生
徒
が
大
活
躍
し
、
兵

庫
県
で
お
こ
な
わ
れ
た
平
成
21

年
度
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会

で
、
山
岳
部
が
縦
走
の
部
で
優

勝
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

囲
碁
将
棋
部
も
、
第
33
回
全
国

高
校
総
合
文
化
祭
将
棋
部
門
・

男
子
団
体
の
部
に
お
い
て
、
去

年
の
優
勝
に
続
き
、
今
年
は
惜

し
く
も
準
優
勝
し
て
お
り
ま

す
。
本
日
は
、
懇
親
会
の
席
で

山
岳
部
を
表
彰
す
る
場
を
設
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら

の
暖
か
い
エ
ー
ル
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

　
ま
た
、
来
賓
を
代
表
し
、
仙

台
石
桜
同
窓
会
の
小
林
陵
二
先

生
よ
り
祝
辞
を
賜
り
「
盛
岡
で

暮
ら
し
た
期
間
は
短
い
が
、
盛

岡
は
や
は
り
、
我
が
ふ
る
さ
と

だ
と
感
じ
て
い
る
。
全
国
ど
こ

に
い
て
も
母
校
や
石
桜
同
窓
会

に
対
す
る
思
い
は
み
な
同
じ
」

と
の
言
葉
に
、
大
き
な
拍
手
が

沸
き
起
こ
っ
た
。

議
長
は
、
事
務
局
の
一
任

に
よ
り
、
中
村
一
君
（
新

19
回
）
を
選
出

　
議
事
は

㈠
平
成
20
年
度
事
業
報
告

㈡
平
成
20
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
ク
ラ
ブ
強

化
育
成
基
金
決
算
報

告
・
監
査
報
告

㈢
平
成
21
年
度
事
業
計

画
案
審
議

㈣
平
成
21
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
・
ク

ラ
ブ
強
化
育
成
基
金

予
算
案
審
議

㈤
役
員
改
選

の
順
で
進
行
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

　
な
お
、
役
員
改
選
に
つ
い
て

は
、執
行
部
一
任
で
承
認
さ
れ
、

全
員
再
任
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
報
告
事
項
と
し
て

㈠
賛
助
会
員
に
つ
い
て

㈡
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

㈢
そ
の
他
（
発
行
に
つ
い
て
）

の
順
で
報
告
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
う
ち
、
同
窓
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
赤
澤
征
夫
理

事（
新
９
回
）よ
り
、
サ
イ
ト
の

利
用
状
況
な
ど
の
説
明
が
あ
っ

た
。
そ
の
ほ
か
、
同
期
会
・
Ｏ

Ｂ
会
の
開
催
や
海
外
在
住
ま
た

は
在
住
経
験
の
あ
る
Ｏ
Ｂ
か
ら

の
現
地
レ
ポ
ー
ト
、
偉
業
を
遂

げ
た
Ｏ
Ｂ
や
著
名
Ｏ
Ｂ
の
掘
り

起
こ
し
、
恩
師
の
近
況
な
ど
へ

の
情
報
提
供
や
、
広
告
バ
ナ
ー

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容

充
実
度
に
つ
い
て
「
当
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
勝
る
も
の
は

無
い
の
で
は
」
と
自
信
を
の
ぞ

か
せ
、
さ
ら
に
一
層
の
内
容
充

実
を
は
か
り
た
い
と
述
べ
た
。

　
今
年
は
二
〇
〇
九
年
に
ち
な

み
、
新
９
回
の
赤
澤
征
夫
君
、

19
回
の
中
村

　
一
君
、
29
回
の

中
村
康
彦
君
が
運
営
を
担
当
、

赤
澤
君
が
開
会
の
挨
拶
を
お
こ

な
っ
た
。
続
い
て
同
窓
会
会
長

が
「
一
年
ぶ
り
に
会
う
人
も
い

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
時
間
の

許
す
限
り
歓
談
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
」と
挨
拶
を
し
、次
に
菊

地
校
長
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

　「
日
ご
ろ
か
ら
、
同
窓
会
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
現

役
の
生
徒
た
ち
に
メ
ン
タ
ル
、

物
資
両
面
か
ら
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
厚
意
に
つ
い
て
は
最
大

限
有
効
な
活
用
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
本
日
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

優
勝
、
ま
た
そ
の
後
の
国
体
で

も
優
勝
を
果
た
し
た
山
岳
部
を

表
彰
し
て
い
た
だ
け
る
と
の
こ

と
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。」
と
述
べ
、

他
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
県
高

総
体
初
優
勝
、
囲
碁
将
棋
部
の

全
国
高
文
祭
準
優
勝
、
囲
碁
で

は
中
学
の
生
徒
が
ア
マ
チ
ュ
ア

最
高
位
の
８
段
に
昇
格
し
た
こ

と
な
ど
、
現
役
生
徒
た
ち
の
活

躍
を
紹
介
さ
れ
た
。

　
続
い
て
山
岳
部
の
表
彰
が
お

こ
な
わ
れ
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
三

上
誉
人
君
が
「
全
国
制
覇
は
、

レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
部
員
だ
け
で
な

く
、
影
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

た
後
輩
や
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
お
か

げ
で
す
。同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

バ
ス
を
貸
し
て
い
た
だ
く
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
形
で
支
え
て
く
だ

さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と

謝
辞
を
述
べ
る
と
、
会
場
は
大

き
な
拍
手
で
後
輩
た
ち
の
偉
業

を
祝
福
し
た
。

　
そ
の
後
、
新
31
回
生
の
狐
崎

一
彦
師
範
が
、
支
部
長
を
努
め

る
空
手
道
場
「
大
道
塾
」
の
生

徒
と
と
も
に
演
舞
を
お
こ
な
い
、

特
に
狐
崎
師
範
の
瓦
割
り
が
決

ま
っ
た
瞬
間
に
は
、
大
き
な
ど

よ
め
き
と
歓
声
が
起
こ
っ
た
。

　
ま
た
、
新
23
回
生
の
小
松
栄

一
君
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
し

た
「W

ednesday

」
が
、
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
か
ら
歌
謡
曲
ま
で

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
を
お

こ
な
っ
た
。
時
に
は
バ
ン
ド
か

ら
の
指
名
に
よ
り
出
席
者
が
飛

び
入
り
で
歌
う
な
ど
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
大
正
十
五
年
二
月
十
一
日

は
母
校
岩
手
中
・
高
等
学
校

の
創
立
記
念
日
で
あ
り
、
六

年
後
の
平
成
二
十
八
年
二
月

で
九
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

ま
た
、
私
学
な
ら
で
は
の
人

材
育
成
に
よ
る
国
家
社
会
へ

の
貢
献
を
目
指
し
創
立
な
さ

れ
た
三
田
義
正
翁
は
、
文
久

元
年
（
一
八
六
一
）
四
月
二

十
一
日
に
盛
岡
で
お
生
ま
れ

に
な
ら
れ
ま
し
た
か
ら
、
平

成
二
十
三
年
に
生
誕
百
五
十

年
を
迎
え
ま
す
。

　
不
曉
不
屈
と
質
実
剛
健
の

気
風
を
尊
ぶ
、
石
割
桜
に
象

徴
さ
れ
る「
石
桜
精
神
」は
、

変
わ
る
こ
と
な
く
今
日
ま
で

受
け
継
が
れ
、
そ
の
教
え
は

一
万
五
千
人
を
超
す
同
窓
生

の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
母
校
設
立
の
趣
旨
を
今
一
度

振
り
返
り
、
間
近
に
迫
っ
た

記
念
す
べ
き
大
き
な
節
目
に
向

か
っ
て
、
岩
手
奨
学
会
、
岩
手

中
―
高
校
、
石
桜
同
窓
会
が
一

致
団
結
し
、
花
を
添
え
る
べ
く

邁
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
近
年
、
母
校
の
活
躍
ぶ
り
は

目
覚
し
く
、
本
年
度
に
お
い
て

も
、
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
た
全

国
高
総
体
登
山
縦
走
の
部
で
の

優
勝
を
は
じ
め
、
自
然
科
学
部

の
モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
全
国
大
会

で
、
主
要
三
競
技
中
二
競
技
優

勝
、
囲
碁
・
将
棋
部
の
活
躍
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
・
硬
式
テ

ニ
ス
部
等
、
県
内
外
に
知
名
度

ア
ッ
プ
の
貢
献
を
果
た
し
て
く

れ
て
お
り
ま
す
。

　
文
武
両
道
の
飛
躍
に
は
、
指

導
者
を
は
じ
め
、
環
境
整
備
の

充
実
を
図
っ
て
ゆ
く
こ
と
も
必

須
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
同

窓
会
と
し
て
も
側
面
か
ら
支
援

し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
母
校
の
来
し
方
を
展
望
し
、

ま
た
未
来
を
想
望
し
、
同
窓
の

縦
の
繋
が
り
と
横
の
結
び
つ
き

を
一
層
強
め
か
つ
、
広
げ
て
行

く
よ
す
が
と
し
て
、
昨
年
三
月

開
設
致
し
ま
し
た
「
石
桜
同
窓

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
が
、
同
窓

会
各
位
並
び
に
関
係
者
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
多

く
の
成
果
を
挙
げ
、
二
年
を
経

過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
母
校
と
同
窓
会
の
発
展
の
基

盤
は
、
よ
り
確
か
な
情
報
源
と

し
て
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用

も
重
要
で
あ
り
、
国
の
内
外
天

地
活
舞
台
で
奮
闘
中
の
会
員
が

相
互
に
情
報
を
交
換
さ
れ
交
流

が
図
ら
れ
る
な
ら
ば
、
望
外
の

喜
び
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
為

に
は
同
窓
会
会
員
の
企
業
広

告
掲
載
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
各
企
業
の

発
展
の
一
助
と
し
て
、
ま
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
費
に
充

当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
か
ら
、
格
別
の
ご

協
賛
を
賜
り
た
く
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
母
校
の
活
躍
は
同
窓
生
に

と
っ
て
、
大
き
な
誇
り
と
母

校
愛
が
膨
ら
み
、
肩
身
が
広

く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
母
校
の
限
り
な
い
躍
進

と
、
石
桜
同
窓
生
皆
々
様
の

ご
健
勝
と
御
活
躍
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

収入の部
科　目 決　算　額 備　　　考

繰　　　越　　　金 6,328,430
利　　　　　　　子 8,573
一般会計より繰入金 450,000
合　　　　計 6,787,003

支出の部
科　目 決　算　額 備　　　考

教 育 後 援 会 補 助 200,000 県外大会遠征補助など

部　活　動　褒　賞 292,307 褒賞金、表彰楯、横断幕
合　　　　計 492,307 科　　　目 決　算　額 平成20年度予算額

会　　　　　　　費 1,232,000 1,232,000
入　　　会　　　金 880,000 880,000
総　会　会　券　代 430,000 350,000
賛  　助  　会  　費 1,637,635 1,000,000
利　　　　　　　子 560 2,000
雑　　　収　　　入 297,750 202,633
繰　　　越　　　金 623,367 623,367
合　　　　　計 5,101,312 4,290,000

科　　　目 本年度予算額 平成20年度予算額
会　　　　　　　費 1,190,000 1,232,000
入　　　会　　　金 850,000 880,000
総　会　会　券　代 350,000 350,000
賛  　助  　会  　費 1,000,000 1,000,000
利　　　　　　　子 1,000 2,000
雑　　　収　　　入 261,052 202,633
繰　　　越　　　金 1,247,948 623,367
合　　　　　計 4,900,000 4,290,000

科　　　目 決　算　額 平成20年度予算額
一般会計より繰入金 400,000 400,000
利　　　　　　　子 856 1,000
名　簿　広　告　代 98,000 98,000
繰　　　越　　　金 529,382 529,382
合　　　　　計 1,028,238 1,028,382

科　　　目 本年度予算額 平成20年度予算額
一般会計より繰入金 500,000 400,000
利　　　　　　　子 1,000 1,000
繰　　　越　　　金 1,028,238 529,382
合　　　　　計 1,529,238 930,382

名  　簿  　印  　刷 0 －
合　　　　　計 0 0

名  　簿  　印  　刷 － －
合　　　　　計 0 0

会　　　議　　　費 835,758 850,000
石 桜 会 補 助 費 400,000 400,000
印　　　刷　　　費 509,721 600,000
慶　　　弔　　　費 98,076 60,000
通　　　信　　　費 601,579 800,000
事　　　務　　　費 1,260 10,000
事  　務  　手  　当 60,000 60,000
雑　　　　　　　費 363,632 350,000
ホームページ運営費 133,338 100,000
特別会計への繰出金 400,000 400,000
クラブ強化育成基金への繰出金 450,000 450,000
予　　　備　　　費 0 210,000
合　　　　　計 3,853,364 4,290,000

会　　　議　　　費 850,000 850,000
石 桜 会 補 助 費 400,000 400,000
印　　　刷　　　費 550,000 600,000
慶　　　弔　　　費 100,000 60,000
通　　　信　　　費 700,000 800,000
事　　　務　　　費 5,000 10,000
事  　務  　手  　当 60,000 60,000
雑　　　　　　　費 350,000 350,000
ホームページ運営費 200,000 100,000
特別会計への繰出金 500,000 400,000
クラブ強化育成基金への繰出金 700,000 450,000
予　　　備　　　費 485,000 210,000
合　　　　　計 4,900,000 4,290,000

平成20年度決算報告書
Ⅰ　一般会計
収入の部

Ⅰ　一般会計
収入の部

Ⅱ　特別会計
収入の部Ⅱ　特別会計

収入の部

支出の部支出の部

支出の部支出の部

三
者
の
一
致
団
結

石
桜
同
窓
会
会
長

小
枝
指
　
博
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少
子
化
に
よ
る
生
徒
数
減
少

に
伴
い
、
卒
業
時
の
終
身
会
費

の
み
で
は
同
窓
会
の
運
営
に
は

困
難
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
賛
助
会
員
制
度

で
あ
る
が
、
10
月
23
日
に
行
わ

れ
た
平
成
21
年
度
岩
手
中
高
等

学
校
石
桜
同
窓
会
総
会
に
お
け

る
会
計
報
告
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

❖

　
本
年
も
、
こ
の
会
報
と
と
も

に
、
賛
助
会
費
振
り
込
み
用
紙

を
同
封
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　〔
石
桜
同
窓
会

　
　
　
賛
助
会
費
制
度
〕

㈠
　
一
口
２
、
0
0
0
円
と

し
て
同
窓
生
か
ら
賛
助
会

員
を
募
る
。

㈡
　
一
回
の

金
が
1
0
0

口
の
場
合
お
よ
び
歴
年
累

積
1
0
0
口
に
及
ん
だ
場

合
、
石
桜
同
窓
会
賛
助

フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
石
桜

フ
ェ
ロ
ー
賞
を
贈
呈
す
る
。

Ａ
　
毎
年
末
に
発
行
の
石
桜

同
窓
会
報
を
会
員
に
送
付

す
る
際
、
送
金
振
り
込
み

用
紙
を
同
封
す
る
。

Ｂ
　
さ
ま
ざ
ま
な
同
窓
会
の

会
合
の
機
会
に
お
い
て
、

金
を
募
る
。

・
個

　
人

　
藤

　
根

　
俊

　
一（
新
29
回
）

　
加

　
藤

　
　
　
惠（
新
４
回
）

　
八
重
樫

　
金
十
郎（
旧
11
回
）

　
中

　
村

　
一

　
雄（
旧
15
回
）

　
滝

　
川

　
忠

　
夫（
旧
13
回
）

　
村

　
上

　
照
五
郎（
新
２
回
）

　
下
河
原

　
善
嗣
郎（
新
５
回
）

　
足

　
澤

　
　
　
至（
旧
15
回
）

　
櫻

　
井

　
　
　
勇（
中
２
回
）

　
大

　
森

　
敬
一
郎（
中
４
回
）

　
竹
　
花
　
國
　
夫（
新
８
回
）

　
東
　
野
　
久
　
松（
新
７
回
）

・
団
　
体

　
第
５
期
会
　
　
　（
新
５
回
）

石
桜
フ
ェ
ロ
ー
賞
受
賞
者

石桜同窓会

賛 助 会 費
５年目もありがとうございました。

～今回は1,667,585円となりました～

●
岩
手
高
等
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ア
ド
レ
ス

http
://iw

ate-jh.ed.jp/

●
岩
手
高
等
学
校
ブ
ロ
グ
ア
ド

レ
ス

http
://blog.livedoor.jp/

iw
ate_hs/

●
石
桜
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

http
://w

w
w
.sekiou-ob.

com
/

　
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関

す
る
お
問
い
合
せ
は
こ
ち
ら
ま

で

info@
sekiou-ob.com

　
ま
た
、
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
へ
の
同

期
会
情
報
、
同
窓
企
業
広
告
募

集
中
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下

さ
い
。

　
一
昨
年
５
月
か
ら
同
窓
会
名

簿
の
発
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
申
し
込
み
は
会
報
に
同
封
し

た
振
り
込
み
用
紙
を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
便
利
で
す
。

●
同
窓
会
名
簿
（
１
冊
4
0
0

0
円
）／
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
は
同
窓
会
事
務
局
ま
で

母
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
あ
わ

せ
、
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
も
開
設
中

同
窓
会
名
簿
、
発
売
中

〈個人名〉 （金額） （回生）
佐々木　秀　夫 10,000 旧　４
中　野　定　一 ２,000 旧　５
中　村　達　雄 ２,000 旧　９
村　岡　　　瑛 10,000 旧　９
軽　石　正　夫 ２,000 旧　９
佐　藤　正　吉 ４,000 旧　10
寺　井　常　雄 10,000 旧　10
熊　谷　梅　作 ４,000 旧　11
大　崎　正　夫 ２,000 旧　11
東　根　清　藏 ４,000 旧　12
大志田　　　武 ４,000 旧　12
千　葉　昌　二 ４,000 旧　12
名久井　弥　七 ２,000 旧　13
赤　坂　祐　三 20,000 旧　13
吉　島　一　夫 ４,000 旧　13
杉　江　忠之助 ４,000 旧　13
鈴　木　廣　治 ４,000 旧　13
鱒　沢　　　昇 ６,000 旧　13
吉　田　　　弘 ４,000 旧　13
佐　藤　　　浩 ２,000 旧　14
瀬　川　修　一 ６,000 旧　14
中　村　一　雄 20,000 旧　15
湯　澤　一　晃 10,000 旧　15
北　口　吉　守 10,000 旧　15
鷹　觜　達　衛 ５,000 旧　16
田　村　光　三 ２,000 旧　16
佐々木　和　作 ６,000 旧　16
猪　狩　康　三 ２,000 旧　16
佐　藤　和　照 10,000 旧　16
福　士　俊　朗 10,000 旧　16
佐々木　栄　一 ２,000 旧　17
赤　坂　　　等 ４,000 旧　17
菱　川　貞三郎 ３,000 旧　17
和井内　和　夫 ２,000 旧　17
佐々木　秀　勝 ４,000 旧　17
武　田　吉　次 ２,000 旧　17
足　澤　　　實 ６,000 旧17後
佐々木　啓　祐 ４,000 旧　18
佐々木　昭　徳 ２,000 旧　18
駒ヶ嶺　重　利 ２,000 旧　18
小　野　　　隆 ２,000 旧　18
吉　田　信一郎 10,000 旧　18
小笠原　芳　雄 ２,000 １
有　原　隆　司 10,000 １
佐々木　哲　孝 ２,000 １
武　田　太　良 ６,000 １
三　浦　義　三 ２,000 １
小　原　啓三郎 ２,000 １
野　村　　　誠 ２,000 １
池　野　和　夫 ２,000 ２
渡　辺　勇次郎 ２,000 ２
下越田　益　男 ６,000 ２
小　川　　　隆 ２,000 ２

名久井　徳　彌 ２,000 ２
佐　藤　克　巳 ２,000 ２
藤　村　　　敏 10,000 ２
髙　村　哲　郎 10,000 ３
吉　田　光　政 ２,000 ３
木　村　榮　作 ２,000 ３
山　田　利　昭 ２,000 ３
五日市　三　郎 ２,000 ３
髙　村　哲　郎 ２,000 ３
八重樫　昌　宏 ２,000 ４
照　井　武　彦 ２,000 ４
髙　橋　久　男 ４,000 ４
大　橋　義　平 ２,000 ４
藤　原　英　治 ２,000 ４
上　田　勝　彦 ２,000 ４
工　藤　　　弘 ２,000 ４
荒　浜　順　一 ２,000 ４
井　上　正　美 ２,000 ４
中　野　嗣　久 10,000 ５
佐々木　美　隆 10,000 ５
西　島　康　之 ２,000 ５
泉　沢　利　之 ２,000 ５
渡　邊　真由美 ４,000 ５
信　田　信　義 ４,000 ５
中　山　利　彦 ４,000 ５
藤　澤　祐　三 ６,000 ５
中　野　嗣　久 10,000 ５
高　田　裕　功 10,000 ５
石　田　　　皓 ２,000 ６
澤　口　文　男 ２,000 ６
上斗米　隆　夫 ２,000 ６
城　守　英　彦 ２,000 ６
及　川　省　治 ２,000 ６
小　林　騏一郎 ２,000 ６
小　川　義　一 ２,000 ６
浦　田　　　隆 ４,000 ６
有　原　正　巳 10,000 ６
田　鎖　康　誠 ２,000 ６
北　舘　　　賢 ２,000 ６
坂　本　義　邦 10,000 ７
滝　本　　　巌 ２,000 ７
谷　藤　幸　吉 ２,000 ７
古　川　知　義 ２,000 ７
藤　村　　　隆 ２,000 ７
阿　部　秀　充 ２,000 ７
熱　海　宏　佶 10,000 ７
伊　藤　一　也 10,000 ７
晴　山　一　正 ２,000 ７
東　野　久　松 200,000 ７
後　藤　康　文 ２,000 ８
小　川　宗　作 ２,000 ８
竹　花　國　夫 100,000 ８
根　澤　　　守 ４,000 ８
兼　平　甚三郎 ２,000 ８

福　井　憲　男 ２,000 ８
赤　澤　征　夫 ２,000 ９
小枝指　　　博 20,000 ９
熊　谷　泰　彦 ２,000 ９
佐々木　英　雄 ６,000 ９
大田原　弘　明 ２,000 ９
磯　崎　公　一 ２,000 ９
府　金　利　廣 ６,000 ９
佐々木　久　夫 10,000 ９
中　村　　　實 20,000 10
松　岡　直　彦 10,000 10
杉　村　　　衛 ２,000 10
黒　沼　紘　康 10,000 10
馬　場　英　彦 10,000 11
古　舘　和　男 ２,000 11
横　坂　克　衛 ２,000 11
岩　持　一　見 ２,000 11
玉　山　哲　史 ２,000 11
柴　田　義　春 10,000 11
小野寺　峯　雄 ２,000 11
栗谷川　　　親 ２,000 12
猿　舘　宣　明 ２,000 12
長　澤　佳　彦 ４,000 12
藤　沢　喜　蔵 10,000 12
鎌　田　靜　稔 ２,000 12
小苅米　淳　一 10,000 13
福　島　裕　也 ２,000 13
佐　藤　勝　彦 ２,000 13
木　村　勝　一 ２,000 13
兼　平　重一郎 ２,000 13
菊　地　輝　之 ２,000 13
小　原　紀　彰 10,000 13
吉　田　久　司 10,000 13
葛　原　宏　治 10,000 13
駿　河　正　雄 ２,000 13
菅　野　　　幸 10,000 13
舘　澤　秀　徳 ２,000 13
遠　藤　健　悦 ２,000 13
佐　藤　弘　吉 ６,000 14
瀬　川　深　志 ２,000 14
矢　澤　俊　夫 ４,000 14
内　藤　直　樹 ５,000 15
道　又　和　人 ２,000 15
藤　倉　健　吾 ２,000 15
栃　内　秀　彦 10,000 15
浦　田　秀　夫 ４,000 15
山　本　幸　一 10,000 16
上　野　　　宏 ２,000 16
佐　藤　　　正 ２,000 16
今　泉　博　雄 10,000 16
伊　藤　末　治 ２,000 16
小笠原　秀　孝 ４,000 17
後　藤　　　尚 10,000 17
柴　田　厚　郎 ２,000 17

小笠原　常　之 10,000 17
櫻　井　一　男 ４,000 17
雫　石　哲　正 ２,000 17
伊　藤　勢　至 ２,000 17
高　橋　隆　夫 ２,000 17
佐　藤　　　孝 ２,000 17
泉　田　栄　一 ２,000 17
三　上　　　彰 10,000 17
山　田　康　平 ２,000 17
照　井　駿　一 ６,000 17
照　井　武　彦 ２,000 18
鎌　田　秀　雄 ２,000 18
米　谷　春　夫 ６,000 18
鈴　木　克　実 ２,000 18
佐　藤　啓二郎 ２,000 18
村　井　紀　之 20,000 18
日野岳　唯　照 ２,000 18
佐　藤　文　治 30,000 18
澤　口　範　雄 10,000 18
立　花　　　等 10,000 18
今　泉　利　雄 ２,000 19
浦　田　栄　治 ２,000 19
池　田　　　健 10,000 20
小田島　祥　司 ４,000 20
関　口　知　男 ６,000 20
花　井　裕　一 ２,000 20
大志田　文　一 10,000 20
吉　田　行　夫 ６,000 21
阿　部　　　寛 ２,000 21
遠　藤　哲　雄 ２,000 21
八木橋　輝　夫 ２,000 22
佐　藤　秀　利 ２,000 22
南黒沢　　　智 ２,000 22
高　橋　重　幸 ２,000 23
千　田　幸　司 ２,000 23
川　村　市　宜 ２,000 24
桜　井　保　典 ２,000 24
村　田　昌　明 ２,000 24
畑　澤　昌　美 ２,000 24
橋　本　　　晃 ６,000 24
吉　田　祐　一 ２,000 25
向井田　隆　生 ２,000 25
中　野　静　児 ６,000 26
三　浦　由　太 ６,000 26
沼　田　陽　一 ２,000 26
金　谷　純　一 ２,000 27
佐　藤　　　学 ４,000 30
谷　藤　雅　俊 ６,000 30
中　村　義　明 ４,000 30
藤　倉　優　幸 ２,000 34
工　藤　　　優 ２,000 34
舘　澤　一　史 ６,000 35
渡　辺　昌　文 ２,000 36
小笠原　千　永 ２,000 37

金　子　眞　也 20,000 37
金　子　眞　也 10,000 37
菊　地　　　大 10,000 41
田　中　研　一 ２,000 43
千　葉　　　基 ２,000 43
儀　俄　雅　生 ２,000 43
田　中　研　一 ２,000 43
小　林　仁　郎 ２,000 46
髙　橋　大　希 ６,000 47
井　上　雅　友 ２,000 47
吉　川　克　也 ２,000 49
中　村　正　明 ２,000 49
八木橋　義　輝 ２,000 49
宮　崎　　　力 10,000 49
大　橋　潤　一 ２,000 50
中　村　聡　志 ２,000 51
山　本　藤　幸 ２,000 53
髙　橋　知　也 ２,000 53
阿　部　史日呼 ２,000 53
宍　戸　　　透 ２,000 54
奥　　　良　之 ２,000 54
久　保　陽　平 ２,000 55
日野岳　史　乗 ２,000 55
林　　　秀　峰 ２,000 56
宮　澤　遼　平 ２,000 56
伊　藤　俊　平 ２,000 57
日野岳　唯　人 ２,000 57
奥　　　直　之 ２,000 57
立　花　　　真 ２,000 58
黒　田　啓　希 ２,000 59
飯　塚　一　平 ２,000 59
吉　田　文　徳 ２,000 59
菊　池　僚太郎 ２,000 60
髙　橋　竜　平 ４,000 60
工　藤　　　将 ２,000 60
大　森　敬一郎 200,000 中学４
達　増　崔　夫 ２,000 中学４
鈴　木　敬　治 ２,000 中学４
大　森　敬一郎 ２,000 中学４
和　田　博　泰 ２,000 中学６
佐　藤　　　克 ２,000 中学７
長　澤　壽　八 ２,000 中学９

〈団体名〉 （金額）
日大石櫻会 20,000
新10回生 18,585

 小　　　計 １,667,585
 手　数　料 29,950
 合　　　計 １,637,635

（2008/８/１～ 2009/７/31）

 賛助会費総合計 11,063,405
（～ 2009/７/31）
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■陸上部
【高校生】
・第13回みちのく春季陸上一関大会　出場
・第61回岩手県民体育大会　出場　
　　100ｍ　小林侑平　　決勝進出　12.66秒
　　100ｍ　木村文彦　　決勝進出　12.58秒
　　４×100ｍR　岩手高校チーム　７位入賞　47.78秒
　　円盤投　鎌田純平　３位　17.34
　　やり投　高橋亮磨　２位  42.30ｍ　　高階翔　７位　34.99ｍ
・平成21年度春季陸上競技会　出場
・第61回岩手県高校総合体育大会（陸上競技）　出場
・平成21年度岩手県陸上競技選手権大会　出場
・第61回岩手県民体育大会　出場
・高校新人大会　　円盤投　木村文彦　６位入賞　27.42ｍ
・2009森山ジュニア陸上カーニバル
　　円盤投　木村文彦　優勝　記録30.48ｍ
　　400ｍ　 沼里匠悟　７位入賞
・平成21年度秋季陸上競技会　→10月22～24日
【中学生】
・第13回みちのく春季陸上一関大会　出場
・平成21年度春季陸上競技会　出場
・第47回岩手県小・中学校通信陸上競技盛岡地方大会　出場
・平成21年度岩手県陸上競技選手権大会　出場
・第56回岩手県中学校総合体育大会　出場
・平成21年度盛岡市中学校陸上新人大会第34回盛岡市中学校新人陸上競技大
会　1500ｍ　高橋裕太　４位入賞

・2009森山ジュニア陸上カーニバル　出場
・岩手県中学校新人大会（陸上競技）　→10月16～18日
・平成21年度秋季陸上競技会　→10月22～24日
■ソフトテニス部
第61回盛岡市民体育大会ソフトテニス競技
　個人　優　勝　苅宿陽希・竹内大基 組
　　　　第３位　吉田嘉樹・宇部慧人 組
第64回岩手県春季ソフトテニス大会
　一般の部　　第３位　小笠原龍介・加藤樹　組
第61回岩手県高校総合体育大会ソフトテニス競技　
　団体初優勝　個人　準優勝　吉田嘉樹・宇部慧人 組
　　　　　　　　　　第３位　苅宿陽希・竹内大基 組
第38回ハイスク－ルジャパンカップソフトテニス2009
　個人　ベスト８　小笠原龍介・加藤樹 組
第61回東北総体代表選考会ソフトテニス競技（少年男子）　
　個人　優　勝　苅宿陽希・竹内大基 組　国体出場
　　　　第４位　吉田嘉樹・宇部慧人 組
第54回岩手県高校新人ソフトテニス大会　
　団体　準優勝　個人　優勝　苅宿陽希・加藤樹 組
　　　　　　　　　　　ベスト８　大沢啓太・砂子沢大基組
■バスケットボール部
第61回盛岡市民体育大会バスケットボール競技　優勝
第61回岩手県高校総合体育大会バスケットボール競技　ベスト16
■バレーボール部
第61回盛岡市民体育大会バレーボール競技出場
第61回岩手県高等学校総合体育大会バレーボール競技出場
第９回岩手県私立高等学校男子・女子バレーボール選手権大会出場
■ハンドボール部
第61回岩手県高等学校総合体育大会ハンドボール競技出場
■ラグビー部
第60回東北北海道７人制ラグビーフットボール大会
　高校の部　準優勝
第61回岩手県高等学校総合体育大会ラグビーフットボール競技
　ベスト16
第89回全国高等学校ラグビーフットボール大会岩手県大会
　ベスト８
■柔道部
第61回岩手県高等学校総合体育大会柔道競技盛岡地区予選出場
第61回岩手県高等学校総合体育大会柔道競技出場

　団体ベスト16
　個人100㎏超級　柏﨑公貴　３位　高屋敷航希　ベスト８
　　　100㎏級　堀切滉也　ベスト８
第59回東北高等学校柔道大会　個人　100㎏超級　柏﨑公貴　ベスト16
■剣道部
第61回　岩手県高等学校総合体育大会剣道競技出場
第58回　岩手県下剣道選手権大会
　個人　佐々木研太　男子個人ベスト８　鈴木達也　ベスト16
第59回　盛岡地区剣道大会　個人　佐々木研太　男子個人準優勝
■山岳部
第61回岩手県高等学校総合体育大会登山競技
　準優勝（近畿インターハイ種目縦走の部出場）
第２回岩手県クライミング選手権
　優勝　三上誉人（国体予選東北総合体育大会山岳競技出場）
第２回岩手県国民体育大会選手選考会
　団体の部リード競技準優勝　ボルダリング競技準優勝
第２回岩手県トレイルラン大会　少年男子の部第３位　南野光稀
平成21年度国民体育大会東北ブロック予選　東北総合体育大会
　岩手県代表選手　三上誉人　　少年男子の部優勝（ときめき新潟国体出場）
平成21年度全国高等学校総合体育大会第53回全国高等学校登山大会
　種目男子縦走の部優勝
平成21年度国民体育大会　ときめき新潟国体　岩手県代表選手　三上誉人
　少年男子ボルダリング競技第４位　リード競技優勝
平成21年度岩手県高等学校　新人登山大会　男子学校対抗の部優勝
■テニス部
第61回岩手県高等学校総合体育大会テニス競技
　団　体　　　準優勝（東北大会出場権獲得）
　シングルス　優　勝　鎌田　翔（東北大会・インターハイ出場権獲得）
　　　　　　　準優勝　佐藤　真（東北大会・インターハイ出場権獲得）
　ダブルス　　優　勝　鎌田　翔・佐藤　真 組

（東北大会・インターハイ出場権獲得）
　　　　　　　準優勝　千田慎也・荒谷　隼 組（東北大会出場権獲得）
　　　　　　　第３位　戸井口拓矢・伊藤　薫 組
第50回東北高等学校テニス選手権大会
　団　体　　　第３位
　シングルス　ベスト８　鎌田　翔、佐藤　真
　ダブルス　　優　勝　　鎌田　翔・佐藤　真組
第４回岩手県民テニス大会少年の部
　シングルス　準優勝　千田慎也（国体出場権獲得）
　　　　　　　第３位　佐藤　真（ミニ国体出場権獲得）
第31回東北中学生テニス選手権大会出場
　団　体　　第３位　　
　ダブルス　優　勝　吉田　皓・太田代希唯 組
第41回岩手県高等学校新人テニス大会
　団　体　　　優　勝（東北大会出場権獲得）
　シングルス　優　勝　伊藤　薫　準優勝　伊藤大輝
　　　　　　　第３位　川村卓也、荒谷　隼
　ダブルス　　優　勝　伊藤　薫・伊藤大輝
　　　　　　　第３位　荒谷　隼・川村卓也
■水泳部
第61回盛岡市民水泳大会　熊谷勇紀（男子100ｍ平泳ぎ）
第61回岩手県高等学校総合体育大会岩手県大会
　熊谷勇紀（男子　50ｍ自由型）（男子200ｍ平泳ぎ）
岩手日報主催　高校生Tシャツデザインコンテスト
　熊谷　勇紀　第４位入賞（応募総数174点中）
■サッカー部
第61回岩手県高校総合体育大会　盛岡地区予選出場
2009 i-youth reague　
　中央地区　第３位
　地区代表→第88回全国高等学校サッカー選手権大会出場権獲得
第88回全国高等学校サッカー選手権大会出場　２回戦進出  
１回戦　　　　　　　　　　　２回戦      
岩手　２－２　黒沢尻北　　　岩手　１－２　盛岡一
 　（０EX０）
 　（４PK２）
■硬式野球部
第56回春季東北地区高等学校野球盛岡地区予選 
　代表決定戦　　岩手　３－４　盛岡北

第91回全国高等学校野球選手権岩手大会   
　二回戦　　　　岩手　０－８　一関第一（８回コールド）
第62回東北地区高等学校野球盛岡地区予選 
　一回戦　　　　岩手　３－４　盛岡中央（延長10回）
　敗者戦　　　　岩手　３－４　平舘
■卓球部
第61回岩手県高等学校総合体育大会卓球競技盛岡地区予選出場
第61回岩手県高等学校総合体育大会卓球競技出場
平成21年度岩手県ジュニア選手権大会一次予選出場
第55回岩手県高等学校卓球新人大会盛岡地区予選出場
■囲碁将棋部
第30回全国中学生選抜将棋選手権岩手県予選
　優勝　田岡拓也
　２位　成田恭平
第５回文部科学大臣杯中学校将棋団体戦岩手県予選
　優勝　岩手中Ａ（小川敦也・成田恭平・田岡拓也）
　３位　岩手中Ｂ（和田尚也・山口大成・平賀太竣）
第31回岩手県高等学校将棋大会
　男子団体優勝　岩手高Ａ１（中川慧梧・澤口諒允・西田明斗）
　　　　準優勝　岩手高Ａ２（皆川泰亮・川村翔平・腰山将）
第６回文部科学大臣杯中学校囲碁団体戦岩手県予選
　優勝（松村光・木村祐太郎・畠山雄太）
第63回全日本アマチュア将棋名人戦岩手県大会　　優勝　中川慧梧
第22回阪田三吉名人杯将棋大会　　準優勝　中川慧梧
第30回文部科学大臣杯全国少年少女囲碁大会岩手県予選
　優勝　松村光　　　準優勝　木村祐太郎
第22回全国高等学校将棋竜王戦岩手県予選
　優勝　中川慧梧　　３位　澤口諒允
第５回文部科学大臣杯中学校将棋団体戦東日本大会
　出場　（田岡拓也・小川敦也・成田恭平）
第６回文部科学大臣杯中学校囲碁団体戦
　出場　（松村光・木村祐太郎・畠山雄太）
第30回文部科学大臣杯全国少年少女囲碁大会　　出場　　松村光
第33回全国高等学校総合文化祭　将棋部門
　男子団体戦　準優勝（西田明斗・中川慧梧・澤口諒允）
　　　　　　　出　場（皆川泰亮・川村翔平・腰山将）
第34回全国中学生将棋名人戦　　出場　田岡拓也　小川敦也　成田恭平
第12回全国中学生将棋王将戦　　出場　田岡拓也　小川敦也　成田恭平
第５回全国高校将棋王将戦　　　優勝　中川慧梧
第22回全国高等学校将棋竜王戦　　優勝　中川慧梧
第18回岩手県高等学校文化連盟囲碁大会
　男子団体準優勝　岩手高（今泉良樹・渡辺将・相澤宏行）
■吹奏楽部
第29回アンサンブルコンテスト岩手県大会「銀賞」
第47回吹奏楽コンクール岩手県大会　高等学校小編成の部「金賞」
第38回マーチングバンド・バトントワーリング東北大会出場
■自然科学部
第１回　ロケット甲子園（高校別団体戦、秋田県能代市）　５位　
第19回　モデルロケット競技会全国大会　茨城県つくば市
　パラシューと滞空時間競技
　　優勝　菅原　誠　　準優勝　佐々木大輝
　　３位　吉田智敦  ４～６位まで本校選手　上位独占
　高度抗議　　優勝　佐々木雄行　
■写真部
第32回岩手県高等学校総合文化祭・第28回高校写真展
　入選　橋本英迪　「巨木」
■映画部
・第32回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会兼第56回NHK杯全国高等
学校放送コンテスト岩手県大会

　創作テレビドラマ部門　優秀賞
・第33回全国高等学校総合文化祭三重大会映像部門出場
・平成21年度高校生交通安全テレビCMコンテスト　予備審査全作品通過
　→11/９に賞が決定。最低でも全作品が優秀賞になる予定です。テレビ放
送もされます。

・第32回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会兼第27回岩手県高等学校新
人大会

平成21年度　クラブ活動成績
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支

部

だ

よ

り

ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

Ｏ
Ｂ
通
信

■
東
京
石
桜
同
総
会
つ
ど
い

　
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り

ま
し
た
が
、
10
月
24
日（
土
）ア

ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
お
き
ま

し
て
平
成
21
年
度
東
京
石
桜
同

総
会
つ
ど
い
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
本
年
度
は
三
田
理
事
長

を
始
め
、
盛
岡
か
ら
、
菊
地
校

長
、
中
山
先
生
、
小
枝
指
石
桜

同
窓
会
会
長
、
明
戸
副
会
長
、

赤
澤
理
事
、
が
上
京
さ
れ
総
勢

45
名
と
少
な
い
仲
間
で
し
た

が
、
1
部
で
、
瀬
川
徹
夫
氏
の

〝
映
画
録
音
と
私
〞
は
専
門
的

知
識
に
裏
付
け
さ
れ
た
興
味
深

い
お
話
か
つ
、
会
員
各
位
が
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
為
に
、
熱
心

に
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
懇
親
会
に
お
き
ま
し
て
も
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
小
さ
な
グ

ル
ー
プ
が
出
来
ま
し
て
、
和
や

か
に
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
を

と
っ
て
お
り
ま
し
た
。
楽
し
い

内
に
、
時
間
が
過
ぎ
、
来
年
も

元
気
で
再
会
出
来
ま
す
よ
う
に

と
、話
会
い
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
、
ど
う
か
来
年

も
（
10
月
30
日
土
曜
日
17
：
30

分
か
ら
予
定
）
も
友
人
、
知
人

を
お
誘
い
の
上
、
御
出
席
い
た

だ
け
ま
す
様
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

■
仙
台
石
桜
同
窓
会

　
第
13
回
仙
台
石
桜
同
窓
会

は
、
去
る
８
月
29
日
午
後
６
時

よ
り
仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
に

あ
る「
仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
今
回

は
菊
地
治
雄
校
長
、
本
部
の
小

枝
指
博
会
長
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

委
員
会
事
務
局
長
の
赤
澤
征
夫

氏
に
来
賓
出
席
い
た
だ
い
た
。

　
小
林
陵
二
会
長
の
開
会
挨
拶

に
始
ま
り
、
菊
地
校
長
の
母
校

各
部
の
活
躍
と
近
況
報
告
が
な

さ
れ
た
。
こ
の
後
、
事
務
局
に

よ
る
会
務
と
会
計
決
算
報
告
、

里
見
一
栄
監
査
役
（
新
13
回
）

の
会
計
監
査
報
告
が
あ
り
、
次

に
役
員
改
選
年
に
当
た
る
こ
と

か
ら
審
議
の
結
果
、
現
役
員
全

員
の
留
任
が
決
ま
っ
た
。

　
当
会
の
総
会
時
に
は
毎
回
会

員
に
よ
る
話
題
提
供
と
し
て
の

「
石
桜
夜
話
」
タ
イ
ム
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。
今
回
は
今
年
生

誕
百
年
を
迎
え
た
作
家
太
宰
治

と
交
流
の
あ
っ
た
三
田
循
司
氏

（
旧
５
回
）
を
巡
る
講
演
を
赤

澤
征
夫
氏
（
新
９
回
）
に
お
願

い
し
た
。
赤
澤
氏
は
三
田
氏
の

足
跡
を
精
力
的
に
調
査
発
掘
さ

れ
今
秋
の
日
本
現
代
詩
歌
文
学

館
で
の
特
別
記
念
展
開
催
に
ま

で
漕
ぎ
着
け
る
な
ど
の
積
極
活

動
を
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
進
行
の
後
、
出
席
全
員

の
記
念
撮
影
が
あ
り
、
懇
親
会

へ
と
移
っ
た
。

　
遠
来
の
小
枝
指
会
長
の
祝

辞
・
乾
杯
の
発
声
を
皮
切
り

に
、
交
歓
の
宴
と
な
り
、
村
井

祐
造
氏
（
新
16
回
）
や
吉
田
亨

氏
（
新
11
回
）
の
懐
古
談
な
ど

が
味
わ
い
を
添
え
た
。

　
宴
た
け
な
わ
の
中
に
、
畑
谷

守
良
氏
（
新
５
回
）
指
揮
に
よ

る
校
歌
斉
唱
が
な
さ
れ
、
佐
々

木
美
隆
氏
（
新
５
回
）
の
中
締

め
を
以
て
、
次
回
の
再
会
を
期

し
８
時
45
分
に
お
開
き
と
な
っ

た
。（

新
11
回
生
　
横
田
英
司
）

■
日
大
石
桜
会
総
会

　
去
る
20
年
12
月
4
日
、
盛
岡

市
の
こ
う
弥
に
て
日
大
石
桜
会

総
会
、
及
び
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
田
鎖
会
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま

り
、来
賓
に
菊
地
校
長
を
迎
え
、

盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
12
月
11
日
に
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

■
盛
岡
市
役
所
石
桜
会

　
去
る
21
年
2
月
18
日
、
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
カ
リ
ー
ナ
に
て
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
人
数
14
名
で
、
来
賓
に

菊
地
校
長
先
生
を
迎
え
、
最
近

の
岩
手
中
・
高
校
の
進
学
状
況

や
ク
ラ
ブ
活
動
等
の
話
を
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
出
席
し
た
新

■
歯
科
医
師
会
石
桜
会

　
去
る
、
6
月
20
日（
土
）、
平

成
21
年
歯
科
医
師
会
石
桜
会
総

会
、
後
援
会
が
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

カ
リ
ー
ナ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
29
名
の
会
員
が
参
加

し
、
新
26
回
生
の
岡
村 

悟
先

生
（
盛
岡
市
・
岡
村
歯
科
医
院

院
長
）
の
「
岡
村
歯
科
医
院
の

臨
床
」、
そ
し
て
原
田
英
光
先

生
（
岩
手
医
科
大
学
歯
学
部
口

腔
解
剖
学
第
2
講
座
教
授
）
の

「
歯
科
再
生
医
療
の
現
状
と
今

後
」
―
夢
の
歯
の
再
生
医
療
は

実
現
す
る
の
か
？

　
と
題
し
講

演
。

　
続
い
て
総
会
が
行
わ
れ
、
今

年
度
は
役
員
改
選
が
あ
り
ま
し

て
、
前
会
長
の
横
澤
昭
平
先
生

よ
り
の
推
薦
で
新
会
長
に
山
田

康
平
先
生
（
新
17
回
生
）
が
信

任
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
来
賓
に
菊
地
治
雄

校
長
を
お
招
き
し
て
の
懇
親
会

が
開
催
さ
れ

　
総
会
当
日
の
暑

気
と
講
演
会
・
総
会
を
終
え
て

の
充
足
感
か
ら
か
最
高
の
酒
席

と
な
り
ま
し
た
。

　
菊
地
校
長
は
在
校
生
の
部
活

動
で
の
活
躍
、
特
に
テ
ニ
ス
、

将
棋
部
の
全
国
レ
ベ
ル
で
の
活

躍
や
、　
学
業
に
お
い
て
も
国

公
立
大
学
、
名
門
私
立
大
学
、

医
歯
薬
系
大
学
へ
の
進
学
等
、

頼
も
し
い
近
況
の
報
告
を
数
多

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
っ
と
い
う
間
に
会
場
の
予

約
時
間
は
過
ぎ
て
し
ま
い
、
楽

し
く
嬉
し
い
酒
席
は
、
中
締
め

と
な
り
ま
し
て
、
来
年
の
再
会

を
誓
い
三
々
五
々
で
の
お
開
き

に
な
り
ま
し
た
。

■
盛
消
石
桜
会

　
去
る
2
月
24
日
、
盛
岡
市
八

幡
町
の
初
駒
に
て
、
熊
谷
義
一

氏
の
退
職
送
別
も
兼
ね
て
開
催

し
ま
し
た
。

　
会
は
佐
々
木
一
男
会
長
の
挨

拶
で
始
ま
り
、
来
賓
と
し
て
お

招
き
し
た
母
校
岩
手
高
校
の
菊

地
校
長
先
生
よ
り
挨
拶
を
頂
戴

し
、
学
校
の
近
況
（
進
学
、
ク

ラ
ブ
活
動
等
）
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
懇
親
会
は
な
ご
や
か
に
進
行

し
、
学
生
時
代
の
思
い
出
、
職

場
の
情
報
交
換
等
楽
し
い
ひ
と

時
を
時
間
の
た
つ
の
も
忘
れ
盛

会
で
し
た
。

■
県
警
石
桜
会
有
志
の
会
の
開

催
に
つ
い
て

■
卓
球
部
Ｏ
Ｂ
会
（
球
友
会
）

　
卓
球
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
１
月
３

日
の
新
年
会
と
６
月
末
の
還
暦

祝
兼
納
涼
会
の
年
２
回
の
集
ま

り
が
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
還
暦
者
は
、
佐
々
木
明

則
、
佐
藤
義
和
、
阿
部
寛
君
と

私
（
松
村
諭
）
で
し
た
が
（
新

里
義
和
、
村
上
栄
三
君
都
合
に

よ
り
欠
席
）
盛
大
に
お
祝
い
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
ほ
と
ん
ど
高
校
卒
業
後
40

年
以
上
の
年
月
が
経
っ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
い
つ
も
楽
し

い
語
ら
い
の
場
に
な
り
ま
す
。

　
岩
手
高
校
の
同
窓
生
は
、
い

い
人
が
多
い
な
と
思
っ
て
し
ま

う
ひ
と
時
で
も
あ
り
ま
す
。
卒

業
し
て
高
校
と
の
接
点
が
部
活

動
あ
っ
て
の
お
陰
と
今
更
な
が

ら
感
じ
な
が
ら
、
勉
強
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
部
活
動
の
重
要

性
を
改
め
て
思
い
ま
す
。

（
新
20
回
生
　
松
村
　
諭
）

■
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会

　
去
る
11
月
14
日
、
盛
岡
市
の

き
の
え
ね
支
店
に
お
い
て
、
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
時
期
低
迷
し
て
い
た
現
役

の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
も
、
顧

問
や
監
督
お
よ
び
コ
ー
チ
陣
の
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⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
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⌇
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⌇
⌇
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⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
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⌇
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⌇
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⌇
⌇

努
力
に
よ
り
、
他
の
高
校
と
対

等
に
戦
う
こ
と
が
で
き
る
陣
容

が
整
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
も
不

足
な
部
分
も
あ
り
、
現
役
の
高

校
生
部
員
の
活
動
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
、
Ｏ
Ｂ
会
も
平
成
18
年

よ
り
新
た
に
再
結
成
さ
れ
ま
し

た
。

　
昨
年
度
の
収
支
報
告
、
今
年

度
の
予
算
報
告
、
現
役
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
部
の
活
動
報
告
を
終

え
、
熱
中
し
て
い
た
頃
の
懐
か

し
い
話
に
華
を
咲
か
せ
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
水
泳
部
Ｏ
Ｂ
会

　
去
る
６
月
14
日
、
盛
岡
市
の

サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
に
て
遠
藤
貫

中
先
生
を
偲
ぶ
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
水
泳
部
Ｏ
Ｂ
46

名
、
ゲ
ス
ト
に
菊
地
校
長
、
小

畑
勝
行
氏（
元
水
泳
部
顧
問
）、

小
笠
原
努
氏
（
盛
岡
水
泳
協
会

　

理
事
長
）、
遠
藤
哲
雄
氏
（
遠

藤
貫
中
先
生
の
長
男

　
新
21
回

生
）
の
４
名
を
招
き
、
遠
藤
先

生
の
懐
か
し
い
思
い
出
を
語
り

合
い
ま
し
た
。

■
葉
書
が
紡
い
だ
、
三
田
循
司

と
太
宰
治
の
絆

　
太
宰
と
の
交
流
を
示
す
、
石

桜
Ｏ
Ｂ
三
田
循
司
さ
ん
の
資
料

を
特
別
公
開＊　

＊
　
＊

　
2
0
0
9
年
に
生
誕
1
0
0

年
を
迎
え
た
太
宰
治
。
各
地
で

太
宰
に
ま
つ
わ
る
い
ろ
い
ろ
な

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
た
こ

の
年
、
彼
が
書
い
た
葉
書
５
通

が
花
巻
で
見
つ
か
っ
た
。

　
葉
書
の
受
取
人
は
、
三
田
循

司
さ
ん
。
石
桜
の
歴
史
の
中
で

初
め
て
東
京
帝
国
大
学
へ
進
学

を
し
た
、
旧
制
岩
手
中
学
Ｏ
Ｂ

で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
次
世

界
大
戦
の
さ
な
か
、
三
田
さ
ん

は
３
年
で
大
学
を
繰
り
上
げ
卒

業
と
な
り
召
集
、
昭
和
18
年
、

ア
ラ
ス
カ
の
ア
ッ
ツ
島
で
戦
死

し
た
。
享
年
26
歳
で
あ
っ
た
。

　
平
成
21
年
６
月
26
日
、
盛
岡

市
大
通「
利
衛
門
」に
お
い
て
、

県
警
石
桜
会
有
志
の
会
を
開
催

し
た
。
盛
岡
東
警
察
署
石
桜
会

が
中
心
と
な
り
、
警
察
本
部
に

口
コ
ミ
で
有
志
を
集
っ
た
と
こ

ろ
、
第
20
回
生
か
ら
第
50
回
生

ま
で
の
20
名
が
参
加
し
た
。

　
当
日
は
盛
岡
東
警
察
署
佐
藤

義
和
大
兄
の
乾
杯
、
警
察
本
部

生
活
安
全
部
長
大
志
田
文
一
大

兄
の
挨
拶
後
、
懇
談
が
始
ま

り
、
第
20
回
生
の
「
岩
中
甲
組

で
あ
っ
た
。
乙
組
で
あ
っ
た
。」

や
「
剣
道
部
で
活
躍
し
た
。」

の
思
い
出
話
か
ら
、
将
棋
部
の

全
国
優
勝
な
ど
最
近
の
岩
手

中
・
高
校
の
活
躍
に
大
い
に
会

は
盛
り
上
が
っ
た
。
紫
波
警
察

署
高
橋
隆
大
兄
の
中
締
め
後
、

第
50
回
生
千
葉
厚
介
君
の
音
頭

で
校
歌
を
声
高
ら
か
に
歌
い
会

を
閉
じ
た
。

（
新
25
回
生

　
佐
藤

　
順
）

19
回
生
か
ら
44
回
生
の
会
員
か

ら
の
近
況
報
告
等
も
あ
り
、
親

睦
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　
三
田
さ
ん
は
、
岩
手
中
学
を

卒
業
後
、
仙
台
に
あ
る
第
二
高

等
学
校
を
経
て
東
京
帝
国
大
学

文
学
部
に
入
学
。
高
校
時
代
か

ら
の
有
人
で
あ
る
戸
石
泰
一
ら

と
同
人
誌
を
発
行
し
、
そ
の
頃

か
ら
た
び
た
び
東
京
・
三
鷹
市

に
あ
る
太
宰
の
自
宅
を
訪
れ
て

い
た
と
い
わ
れ
る
。
太
宰
が
昭

和
44
年
に
発
表
し
た
短
編
小

説
「
散
華
」
に
は
、
三
田
さ
ん

が
初
め
て
自
宅
を
訪
れ
た
と
き

の
こ
と
や
、
二
人
の
手
紙
の
や

り
と
り
に
つ
い
て
書
か
れ
て
あ

り
、
作
中
で
太
宰
は
、
三
田
さ

ん
か
ら
も
ら
っ
た
最
後
の
手
紙

に
つ
い
て
「
は
じ
め
か
ら
、
私

の
意
図
は
た
っ
た
一
つ
し
か
な

か
っ
た
。
私
は
、
最
後
の
一
通

を
受
け
取
っ
た
時
の
感
動
を
書

き
た
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
綴

り
、
三
田
さ
ん
が
こ
の
小
説
を

書
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と

を
記
し
て
い
る
。

　
太
宰
が
三
田
さ
ん
に
宛
て
た

葉
書
が
み
つ
か
っ
た
の
は
、
新

９
回
生
の
赤
澤
征
夫
さ
ん
が
三

田
さ
ん
の
こ
と
を
知
り
、
同
窓

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

よ
う
と
、
三
田
さ
ん
の
妹
、
綾

子
さ
ん
を
訪
ね
た
こ
と
か
ら
。

そ
の
と
き
綾
子
さ
ん
か
ら
寄
託

さ
れ
た
三
田
さ
ん
の
遺
品
の
な

か
に
、
太
宰
か
ら
の
葉
書
５
通

が
含
ま
れ
て
い
た
。
太
宰
か
ら

の
葉
書
に
は
、
昭
和
16
年
、
17

年
の
消
印
が
あ
り
、
三
田
さ
ん

の
健
康
を
気
遣
う
内
容
や
、
戦

地
に
赴
く
三
田
さ
ん
を
励
ま
す

も
の
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
葉
書
が
発
見
さ
れ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
北
上
市
に

あ
る
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
で

は
、
2
0
0
9
年
10
月
１
日
か

ら
11
月
30
日
ま
で
「
―
太
宰

治
「
散
華
」
の
詩
人
―

　
三
田

循
司
資
料
特
別
公
開
」
と
名
づ

け
た
特
別
展
を
開
催
。
太
宰
が

送
っ
た
書
簡
を
は
じ
め
、
三
田

さ
ん
の
直
筆
ノ
ー
ト
や
原
稿
な

ど
の
関
連
資
料
を
公
開
し
、
多

く
の
人
が
訪
れ
た
。

三
田
循
司

大
正
６
年
（
1
9
1
7
）

　
９
月
17
日

　
花
巻
市
に
生
ま

れ
る

昭
和
６
年
（
1
9
3
1
）

　
旧
制
岩
手
中
学
入
学

昭
和
10
年
（
1
9
3
5
）

　
旧
制
岩
手
中
学
卒
業
、
旧
制

第
二
高
等
学
校
（
仙
台
）
入

学
昭
和
14
年
（
1
9
3
9
）

　
旧
制
第
二
高
等
学
校
卒
業
、

東
京
帝
国
大
学
入
学

昭
和
16
年
（
1
9
4
1
）

　
東
京
帝
国
大
学
を
繰
り
上
げ

卒
業

昭
和
17
年
（
1
9
4
2
）

　
徴
兵
、
歩
兵
第
1
0
5
連
隊

に
入
営
。
そ
の
後
北
海
守
備

隊
に
転
属

昭
和
18
年
（
1
9
4
3
）

　
ア
ッ
ツ
島
で
の
戦
闘
開
始
。

17
日
後
玉
砕
に
よ
り
戦
死
。

享
年
26
歳
。

■
小
沢
甚
一
郎
氏
の
投
稿
が
雑

誌
に
掲
載

　
産
経
新
聞
社
発
行
の
雑
誌

「
別
冊
・
正
論
」
11
号
の
読
者

投
稿
ペ
ー
ジ「
遥
か
な
る
昭
和
」

の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
、
小
沢
甚

一
郎
氏
の
「
落
下
傘
降
下
で
得

た
私
の
確
信
」
が
４
ペ
ー
ジ
に

わ
た
り
掲
載
さ
れ
た
。
う
れ
し

く
思
い
、
勇
気
付
け
ら
れ
る
同

窓
生
の
活
躍
ぶ
り
で
あ
る
。

■
テ
ニ
ス
上
級
コ
ー
チ
資
格
Ｓ

級
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得

　
本
多
好
郎
氏（
新
33
回
）が
、

日
本
テ
ニ
ス
協
会
（
Ｊ
Ｔ
Ａ
）

が
公
認
す
る
Ｓ
級
ラ
イ
セ
ン
ス

を
取
得
し
ま
し
た
。
北
海
道
・

東
北
地
区
で
は
唯
一
の
合
格
者

と
な
り
ま
し
た
。

■
菊
地

　
大
氏
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ン
競
技
会
出
場

　
菊
地

　
大
氏
（
平
成
元
年
卒 

新
41
回
生
）
が
大
阪
で
行
わ
れ

た
『
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
競
技

会
2
0
0
8
年
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ

プ
』
に
お
い
て
全
国
9
9
5
名

の
出
場
者
の
中
か
ら
勝
ち
残

り
、
第
３
位
の
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

　
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
は
「
花

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
い
る
社
団
法
人
日
本

生
花
通
信
配
達
協
会（JF

T
D

）

が
主
催
し
て
い
る
、
日
本
一
の

フ
ロ
ー
リ
ス
ト
を
目
指
す
国
内

最
大
級
の
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

の
競
技
会
で
す
。

　
菊
地 

大
氏
は
花
泉
の
花
兵

衛
本
店
を
は
じ
め
盛
岡
市
菜
園

のhalf-orange

、
山
岸
の
花

兵
衛
盛
岡
店
と
３
店
舗
の
フ
ラ

ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
経
営
し
て
い

ま
す
。
盛
岡
八
幡
宮
、
盛
岡
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
主
に
ブ
ラ
イ

ダ
ル
関
係
の
装
花
・
花
束
、
ア

レ
ジ
メ
ン
ト
を
手
が
け
な
が
ら

東
北
地
区
大
会
、
ジ
ャ
パ
ン

カ
ッ
プ
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

竹
花

　
國
夫
氏
（
新
８
回
）

　
瑞
宝
双
光
章

小
苅
米
淳
一
氏
（
新
13
回
）

　
藍
綬
褒
章

横
沢

　
大
造
氏
（
新
13
回
）

　
黄
綬
褒
章

田
沼

　
　
齋
氏
（
新
７
回
）

　
旭
日
双
光
章

宇
夫
方
康
夫
氏
（
新
６
回
）

　
地
域
文
化
功
労
表
彰

村
井

　
良
和
氏
（
新
５
回
）

　
文
部
科
学
省
2
0
0
9
年
度

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者

表
　
彰
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